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タンチョウ総数調査の結果は   
      1,241羽 になりました

   タンチョウ保護研究グループでは、１月19日から29日まで

恒例のタンチョウ総数調査を行ないました。調査の結果、今冬

確認されたタンチョウの総数は、昨シーズンより28羽多

い 1,241羽（うち幼鳥は131羽）となりました。

　厳冬の中で調査に協力してくださった皆様、ほんとうに

ありがとうございます。

特定非営利活動法人
　タンチョウ保護研究グループ会誌
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＜　総数調査はじまり秘話　＞　ハクチョウもツルの仲間？　

　「釧路湿原の中の沼に、タンチョウが 10 羽以上も

いたって、ホント？」

　もう 20 年以上も前、タンチョウの一斉調査結果

を巡って話をしていたときの、疑問の声です。

少し事情を説明しておきましょう。

　タンチョウのセンサス（一斉調査）が始まった

1952（昭和 27）年ころ、環境省はまだありません

でしたから、天然記念物のツルにかかわることは、

すべて文化庁の守備範囲でした。その流れで、北海

道では教育庁が、支庁では地方教育局の社会教育係

が、タンチョウを担当していました。

　1950 年ころから、阿寒の山崎さんなどが行なっ

ていたタンチョウの餌付けが、1952 年 2 月の猛吹

雪をきっかけに急速に進み、その後の羽数の増加へ

つながったのは、皆さんご承知の通りです。

 この 1952 年は、タンチョウが天然記念物（いわば

貴重品）指定から特別天然記念物（チョウ＝超＝貴

重品）指定へ昇格？した年（1952 年 3 月）でもあ

り、同時に稀少動物の保護に欠かせないセンサスが

始まった、記念すべき年でもあります。

　じつは、その前から、羽数を数えようという試み

は行なわれていたのですが、なかなかうまくいきま

せんでした。

　そこで、管轄する役所としても愛護の機運をもりあげ

ようと、継続して、大規模な調査を始めることにしたの

でしょう。

　 何が大規模かというと、教育局は当時の釧路丹頂鶴保

護会などとともに、学校の児童・生徒の参加を軸に、広

く社会人にもセンサス参加を呼びかけました。たとえば、

毎日一定の道を走る路線バスの運転手・車掌さんも、目

撃情報の提供という形で、一役買うことになったのです。

その参加者、実に 13,000 人！といわれます。そのほと

んどがボランティア参加ですから、なんともうらやま

しい！総人数はおそらく延べ数でしょうが、それにして

も・・・です。

　 ひるがえって、私たちの調査の延

べ人数は、今年の場合は 129 人で、

1 日の最多数は 24 人、参加総数は

50 人でした。

 　最初の年は、今と違い、調査は

9 月から 12 月まで長い間でしたが、

ある程度事情の分かった翌年からは、

1 ないし 2 回行ない、そのうち 2 回

目は 12 月 3 日と決められました。

1957 年からは 12 月 5 日に変わりま

したが、それでも、その年約 8,000 人が参加したことに

なっています（ただし、センサスには「調査したことに

して報告した」という現場のカゲの声！もあるので、実

数は確かではありません）。ちなみに、昨年 12 月の第 1

回調査では 694 人でした。

　前置きが長くなりました。本題に入りましょう。タン

チョウの羽数が少ないときは、1 日の一定時刻（9 時と

か 10 時などと、その前後 30 分ほど）の観察で、おお

よその数は押さえられると、当時の人は考えたようです。

それに調査に当たるのは児童・生徒が主ですから、授業

や健康管理の面で、制約があったのでしょう。

　しかし、羽数が増え、しかも給餌場などの数えやすい

ところばかりでなく、湿原や沢などにツルが居残ること

     正　富　宏　之

調査の打合せ風景。みなさん厚着です
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も分かってきて、手を広げざるを得なくなりました。た

だ、そうした危ないところへ児童・生徒を配置する訳に

いきません。そこで、一時自衛隊などにも参加してもらっ

たりしました。

　そのなかで、ある年、湿原の沼の中にたくさんのタン

チョウがいたという報告が、自衛隊観察者から来てし

まったのです。もちろん遠くの丘陵から、眺めたという

状況でした。集計担当者は、否定する確信も持てなかっ

たのでしょう。これが合計数に加えられたのです。

　 ご存じのように、タンチョウは、一定の時刻に全部が

給餌場や、観察可能なところへ出てくるわけではありま

せん。とすると一定時刻の短い時間の調査では、観察漏

れがでるのは当たり前。しかし、児童・生徒による調査

ですから、長時間の観察は無理ですし、羽数が多くなれ

ば、それに応じて観察漏れの実数も大きくなります。

　その結果、今年と去年の羽数を比べたとき、1 年間に

増えた幼鳥を加え、しかもその 1 年間に 1 羽も死なな

かったとしても（あり得ないことですが）、今年の数が

去年より断然多い、などという矛盾した数字が並ぶよう

になったのです。

これでは、まずいですね。

 　稀少な動物を保護しようとするとき、数がどれほどい

るかを正確に知るのは、基本中の基本です。せっかく、

先人がカウントの必要を認め、多くの人の協力を得なが

ら始めたことなのに、間違った数を出したのでは、むし

ろアブナイことになりかねません。実際は増えているの

に、減っているという数字を出しては、対応はまるで反

対のことになるからです。もちろん、逆の場合も同じで

す。

　そこで、もう少し正確な数を数えようと考えました。

　当然、一人でできることではありません。

　安部誠典、杉沢拓男、百瀬邦和の皆さんのほか、私の

勤めていた学校の学生に、冬の釧路の寒さを体験してこ

そ、北海道の真の寒さがわかる！

などと変な宣伝をして、5 人ほ

ど誘いだしたのです。

　 以降、学生は私と一緒に阿寒

の施設や、鶴居の宿、塘路の九

皐庵（個人的借家）などに寝泊

まりして、カウントに参加しま

した。この学生参加は、私が定

年で学校を辞めるまで、ほぼ毎

年恒例の行事となり、卒業生の

中には、今もその時のことを懐

かしがってくれる人もいます。

　さて、最初の調査は 1985 年

2 月の 6，7，8 の 3 日間でした。その時の調査員総勢は、

私を含め上記のわずか 9 人。2 － 3 人ずつひと組で、三

大給餌場、つまり阿寒、中雪裡、下雪裡の給餌場へ張り

付き、同じ日に、終日観察を始めたのです。

　もっとも、当時、標識鳥はいませんでしたし、全体の

数も 300 羽を少し超すていどで、今の数の 4 分の 1 ほ

どでした。それにしても、現在 1 ヶ所を 10 人前後で、

しかも給餌場ごとに日を違えて調査しているのと、ずい

ぶん違います。

　ただ、今年のように調査期間が長くなると、その間の

気象の変化などで、ツルの移動が起きてしまい、2 重カ

ウントや、調査漏れが起きる可能性が高くなります。調

査の基本は同時カウントを行なうことですから、1 万人

とまではいかなくても、調査参加者を増やし、短期間の

うちにカウントできる体制を作る努力が必要です。

　また、今年は行動の記録をとるのをやめて、数だけを

テーマにしています。しかし、人手が足りない事情はあ

るにせよ、タンチョウをみんなによりよく知ってもらう、

せっかくの機会が減ったのは残念です。これも人手が増

えれば解決がつくことでしょうから、なんとか対策が取

れないか、知恵を絞りたいものです。

ただいま調査中（鶴居伊藤サンクチュアリ給餌場）
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　ところで、1985 年の肝心のカウント結果は、総数

339 羽で、そのうち幼鳥は 42 羽でした。ついでに、そ

の年の道のカウント発表数は、1984 年 12 月の 310 羽

前後（飼育個体を除く）でした。

　基本数字としては、たったこれだけです。が、私にとっ

ては、若かった？ころの

意気込みと、学生たちと

の交流が凝縮された数値

でもあるのです。

　もちろん、全部のツル

に標識がついているわけ

でありませんから、確実

に総数を捉えるのは至難

の業です。

　

　今の私たちの調査方法

でも、2 重に数える危険

や、見落としなども当然

起きます。それらをなる

べく排除するように、例

えば “ 疑わしきはカウン

トに入れず ” を原則にし

ていますので、得られた

数は、最小限これだけい

ます、という数字にほかなりません。

　しかも、道の一斉調査も同じなのですが、カウントす

る日の天候や、ツルの動き方により、精度はかなり上下

します。ちなみに、今年の私たちのカウント精度は、残

念ながらあまり高くなかったのではないかと思います。

　それとは別に、給餌場に 100 羽以上のツルが集まると、

それを正確に数えるのは難しくなります。数えている間

にツルが動き回る、飛び去るのもいれば飛び込んでくる

のもいる、ひとの集中力が続かない、双眼鏡の視野に入

りきらない、歩来・歩去の判定が難しい・・・などなどで、

一桁の数字まで正確に数えるのは、現在の調査方法では

無理です。

　したがって、当然、別の方法を考えなくてはなりませ

ん。例えば、まず、少し高いところから、給餌場全体を

見渡す映像を撮る工作をします。これは機器の面では、

それほど難しいことでないでしょう。

　次に、写っているツルを判別して数を集計するソフト

を開発します。これも、映像から個人を特定するソフト

などはあるようですから、工夫すれば可能ではないで

しょうか。

　数を正確に抑えることは保護の基本です。ですから、

官民とも従来の方法にあぐらをかくのではなく、これだ

けＩＴ機器の進歩した現代は、新たな方法を模索してし

かるべき時といえます。

　はじめての調査の結果報告は、百瀬さんと共著で短大

の紀要に書きました。が、資料整理をしているさなかの

4 月、タンチョウの研究・保護を陰から支えておられた

釧路の医師札木照一朗さんが急逝されました。この報告

は短いものでしたが、先生の御霊前に捧げることにした

ことなど、ついこの間のような気がします。

　ちかごろ、阿寒給餌場へはオオハクチョウが姿を現し、

タンチョウとにぎやかに合唱しています。遠くを飛んで

いると、一瞬ツルかと思ったりしますが、羽ばたきの早

さも異なるので、見分けがつきます。

　でも、給餌場に休む、白い大きなタンチョウとオオハ

クチョウのいずれも、万葉人が詠んだ「たづ」にほかな

りません。自衛隊の観察者が間違ったハクチョウも、「た

づ」だからしかたないか、と今では思うことにしていま

す。

阿寒給餌場のタンチョウとオオハクチョウ
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　阿寒での調査の日は、今年一番の寒さでした。

　朝８時、天気は雲一つない快晴。しかし、気温は−

15℃！  給餌場のそばの木の枝には樹氷がついています。

　　調査は一日中、外で給餌場に集まるタンチョウの数

を数えます。ですから、調査参加者の皆さんも、こんな

に厚着をしています。これだけ着ても、寒いのです。

　さて、肝心の調査の方はといいますと、開始後すぐに

幼鳥（子ども）をつれた３羽の家族が来たのですが…

　エサを食べ終わるとさっさと、寝てしまいました。

片足立ちで、翼の下に首を入れるのがお休みのポーズで

す。よく見るとオオハクチョウも寝ています。

　すでに、エサのトウモロコシはまいてあるので、　タ

ンチョウがいつ来てもおかしくないのですが、これだけ

気温が下がると、ねぐらの川からなかなか出てきません。

　10 時を過ぎても、まだタンチョウは給餌場に現れま

せん。

　そこで川の様子を見に行くと…

　いました。たくさんのタンチョウが川の中にいます。

　しだいに寒さもゆるみ、川の方向から、タンチョウの

声が聞こえ始めました。そろそろ給餌場にやってくる頃

合いです。

　あ！　上空にタンチョウが現れました。

　次から次に、タンチョウが飛んできます。

　総数調査の現場から　

　　　　　　調　査　風　景　大　公　開！！　
＊タンチョウ保護研究グループのタンチョウ総数調査は、毎年たくさんのボランティアが参加して行われてい

ます。その調査の様子を写真でごらんいただきましょう。
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　　５分おきに給餌場の数を数え、さらに出入りするツ

ルの数と年齢の区別もするため、調査をする方も一気に

緊張感が高まります。

　

　

　調査に集中するうちに、

時間はあっという間に過

ぎ、午後３時過ぎからタン

チョウは次々と川へと戻っ

ていきます。気温もどんど

ん下がり始め、日も傾くの

で、だんだん観察しづらく

なってきます。

　調査は、給餌場から最後

のツルが飛び立つまで続き

ます。

　今年は昨年よりも早く、

午後４時 30 分に最後のタ

ンチョウが飛び立ち、調査

はようやく終了しました。

　この日は、最大で 270 羽近く集まりました。

　　　　（下の写真はピーク時の給餌場の様子です）

　数十分の間に、続々とタンチョウが給餌場に集まりま

した。タンチョウが集まると、調査する方も大忙しです。

　

　ではここで問題です。下の写真には、何羽のタンチョ

ウがいるでしょうか？

　実際に数えて頂くとお分かりでしょうが、前後に重

なって見えると、正確に数えるのは一苦労です。（ちな

みに写真には、全部で 16 羽で幼鳥が３羽写っています。

首が茶色なのが幼鳥です。）
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標識物語（番外編）　今冬に確認された足環付きタンチョウたち（2007-2008)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西岡　秀観

                

１．中雪裡給餌場（鶴居・伊藤タンチョウサンクチュア

リ）と周辺　　　　　    　　　　 ｟42 ／ 314 : 13.4% ｠
  T09、T25、T31、T45、T61、T63、T77、T78、  

  T96、T98
  08V、09V、25V、26V、41V、44V、55V、60V、 

  75V、85V、89V、96V

  03P、05P、11P、14P、19P、20P、27P、36P

  R01

  K07、K08、K09、K18

  010、019、025、032、035、040、041

２．下雪裡給餌場（鶴見台）と周辺　　　

                                                 　 ｟ 29 ／ 197 : 14.7%｠

   T43、T70、T72

  11V、16V、28V、42V、54V、62V、64V、66V、 

  69V、73V
  06P、25P、26P、30P、33P、45P
  R00
  005、006、007、009、023、034、047、048、053

３．下久著呂周辺                               ｟ 4 ／ 26 : 15.4%｠
　T71、R03、09P、031

４．阿寒給餌場（阿寒丹頂観察センター）　

                                                     ｟ 31 ／ 283 : 11,0%｠

　T55、T91、T94

  07V、10V、14V、15V、18V、19V、30V、32V、 

  34V、37V、51V、83V、90V、92V、99V

  04P、40P

   K02、K19

  015、021、022、046、049、059、060、063、064

５．音別町給餌場                       　 ｟11 ／ 136 : 8.1%｠

  T74、52V、21P、002、004、011、012、017、 

  038、039、061

６．標茶町給餌場と周辺　　　　　　                     　

　                                                      ｟12 ／ 72 : 16.7%｠
  T69、43V、43P、K15、020、026、044、045、

  055、056、057、058

７．十勝地方　　　　　　　　　　　 ｟ 2 ／ 24 : 8.3%｠

  028、066

８．浜中町　　　　　　　　　　　 ｟ 6 ／ 24 : 25.0%｠ 

  T73、T92、82V、036、050、052

９．根室・別海地方　　　   　　　 ｟ 3 ／ 23 : 13.0%｠

  024、044、054

　確認できたものだけを列記しましたので、他にも生存

しているのがいるかと思います。今シーズンは会えなく

ても、来シーズンには会えるかもしれませんね。

　タンチョウはこれから繁殖期に入るため、給餌場を離

れ、湿原などへ移動を始めます。

　特に道東にお住まいの方は、お出かけのときには、農

家の近くや農地などにタンチョウを見つける機会が多く

なるかと思います。

　標識をつけたタンチョウを見つけた場合には日時、場

所、標識番号をタンチョウ保護研究グループまで連絡し

てください。よろしくお願いします。

　今回はお休みした標識物語でしたが、次回は、第３話

「K09、40P、K07、K08（友情と愛情と兄弟愛と）」を紹

介します、お楽しみに。

＜ 編集部より＞

　上記の一覧表でお判りのように、標識を付けたタン

チョウの割合は場所によって大きく異なっています。そ

の理由のひとつに、繁殖した場所と越冬地の関係があり

そうですが、この課題については別の機会に改めて整理

することにします。

　　今年の冬（2007-2008 年）に確認された標識付きタンチョウの出現状況をお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｟ 標識付きタンチョウの数／タン保研の総数調査による場所毎の数 
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特定非営利活動法人

　タンチョウ保護研究グループ

〒 085-0036
北海道釧路市若竹町 10 番 2 号
Tel/Fax 0154-22-1993

Tancho Protection Group  (TPG) newsletter     TANCHO
Third  issue  　　　　March 2008

事務局だより
＜活動記録（2007 年 12 月〜 2008 年 02 月）＞

　2007 年		

　　12 月 1 日	 　　釧路市イベント わくわくランドに

                                参加（冨山、百瀬ゆりあ）

　　12 月 30 日      会誌「Tancho」第２号発行

　2008 年	

　　１月 8 日	 　　運営会員連絡会

　　１月 19-29 日  タンチョウ総数調査

　　２月 5 日	 　   運営会員連絡会

e-mail:  tancho1213@pop6.marimo.or.jp
URL:   http://www6.marimo.or.jp/tancho1213

　

　　タンチョウ（丹頂）の名前は、「頭のてっぺんが赤い」というところからきています。この頭の赤い部分、　

　実は羽毛ではなく、ニワトリのとさかと同じ皮膚です。普段は左の写真のように赤い部分は小さく、特に

　膨らんでもいません。

　　しかし、タンチョウが興奮したり怒ると、頭の赤い部分が真っ赤に大きくなります。

　右の写真では、赤い部分がふくれてぶつぶつになり、大きく広がっているのが分かります。

　幼鳥には、この頭の赤い部分はありません。タンチョウは成鳥になるまでの間に頭の羽毛が抜け落ち、皮膚が

　現れて赤く色がつきます。

＜会員＞		

　＊２月末日現在の会員数は以下の通りです
	
・運営会員 24 名（北海道 20 名、新潟県 1 名、

    　神奈川県 1 名、兵庫県 1 名、中国 1 名）

・ 個人サポート会員 63 名（北海道 39 名、長野県 9 名、

　兵庫県 4 名、大阪府 3 名、東京都 2 名、京都府・

　茨城県・神奈川県・島根県・愛知県・フランス各 1 名）

・団体サポート会員：6 団体（北海道 4 団体、

　   大阪府 1 団体、韓国 1 団体）	

＜タンチョウの頭は　ハゲている？！＞

　　タンチョウは　こんな鳥　　　　　　

　＜表紙の写真　給餌場に集まるタンチョウ＞

　鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリにて

　　　　　　　　　　2008 年１月　西岡秀観　撮影

＊　シリーズ　先生おしえて （ツル Q アンド A）
　　のコーナーは今回休ませていただきました


